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陸羽東線 100 年

東北に活気を運んで

昭和 16年 1月 15 日古川駅（当時

は陸前古川駅）駅舎が改築された

落成記念式典の様子

大正時代の岩出山駅
前には人力車が止
まっており、汽車が
着くとお客さんを乗
せ街まで運びました。玉造郡誌（昭和 4年発行）より

写真提供：鈴木弘一郎さん（古川地域）

◆陸羽東線と共に　鈴木弘一郎さん（古川地域）
　当時、米屋製糸工場（現在の大崎市民病院本院周辺）では、
製造した生糸をアメリカに輸出するため、何台もの荷車で陸
前古川駅に運んだそうです。荷車が長い列を成し駅に向かう

様子は、祭りのようだったと工場を営ん
でいた祖父や父から聞きました。
　私は太平洋戦争中は学生として仙台に
通うため、戦後は上京し呉服などの仕入
れのために利用しました。陸羽東線は祖
父と父、私の三代にわたり製糸工場や呉
服業の経営には切り離せないものでした。
まさに陸羽東線 100 年の歴史は我が家の
100 年史でもあります。

生糸の出荷の様子（大正時代）
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